
TOP I C S

　町内各小学校で体育大会が開催されました。今年は
新型コロナウイルスの影響により、多くの学校で午前
中のみの開催となりました。児童たちは精一杯のパ
フォーマンスを繰り広げ、見学の家族から盛大な拍手
を受けていました。

町内小学校体育大会

常神トンネル安全祈願祭9/29

　町北端の神子区と常神区を672メートルで結ぶ仮称「常神
トンネル」の安全祈願祭が、森下町長ら地元関係者と敦賀土
木事務所長ら工事関係者の約50人の出席のもと、常神トンネ
ル坑口前で行われました。
　来年１０月には掘削工事が終わる予定であり、引き続き、照
明などの電気工事を実施し、令和５年度までの開通を目指して
います。

エコファームみかたの梅酒 国際コンペ“金賞”9/30

　世界各国の女性ワイン専門家約500人が審査する国際的な酒類コンペ「フェミナリーズ世
界ワインコンクール」が8月にフランスで開かれ、日本リキュール部門でエコファームみかた(鳥
浜)の梅酒「BENICHU20°」が金賞を受賞しました。日本での表彰式は9月28日に東京で行わ
れました。
　この日、エコファームみかたの新屋明社長が役場三方庁舎を訪れ、森下町長に受賞の報告
をしました。
　新屋社長は「甘ったるくない口当たりと酸味が絶妙と特に女性に評価していただき、非常に
嬉しく思います」と笑顔で語り、また「5月に『福井県版HACCP』の認証も受けており、食品衛
生管理に準じた商品づくりを行っています」と話しておられました。

9月12日 熊川小学校

10月7日
明倫小学校

10月3日 梅の里小学校

10月4日 野木小学校

〈写真：四方由紀子〉

〈写真：四方由紀子〉

・ 9月19日
・10月 2 日
・10月 3 日
・10月10日

みそみ小学校
気山小学校
三方小学校・鳥羽小学校・三宅小学校
瓜生小学校

ま 話題ちの
TOP I C S

17広報わかさ　2020年 12月号

　“血管内皮障害”は、新型コロナウイルス感染症だ
けでなく、高血圧症などの生活習慣病でも起こりま
す。脳梗塞や心筋梗塞などにつながるため、若狭町
では、食生活改善推進員を中心に、血圧を下げるた
めの減塩を意識していただく活動をしています。
　今年度の活動は、健診結果説明会の会場で、「あ
なたの塩分チェックシート」を記入して自分の塩分
の取り方を振り返ってもらったり、減塩のコンソメや
お菓子などの紹介をしています。
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お問合せは… 保健医療課 ☎0770-62-2721

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19)で血栓症が
起こりやすいって、本当？

多くの町民が住み慣れた自宅で1日でも長く元気で過ごすために
「わがまち健康プロジェクト」を繰り広げています

　新型コロナウイルス感染症では、“サイトカイン
ストーム”（＊１）により血液が固まりやすくなったり、
“血管内皮障害”（＊２）により血栓が起こりやすくなっ
たりすると推定されています。

（＊１）体中の細胞に感染による炎症を抑える命令を伝える物質が
　　   暴走を起こし正常な細胞まで攻撃すること
（＊２）血管を健康に保つ働きのある血管内皮細胞の働きが弱まる
　　   こと

参考）新型コロナウイルス感染症COVID-19診療の手引き
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丹後くろまつ号小浜線運行10/3

埴輪の野焼き10/7

　１０月２日から４日にかけて、ダイニング列車「丹後くろまつ号」が
JR小浜線に乗り入れ運行しました。昨年に続き２回目の乗り入れ
で、天橋立から敦賀駅間を往復運行。乗車チケットは早々に完売す
るほどの人気で、車内では若狭の食材
を使った料理が提供されました。
　３日は上中駅に１９分間停車。野木
紅太鼓の皆さんによる太鼓演奏で歓
迎し、名水百選瓜割の滝や熊川宿など
をPRしました。

気山小で砂防事業の出前授業10/7

　福井県嶺南振興局敦賀土木事務所の職員による土砂災害や、防災を
テーマにした出前授業が気山小学校で開催されました。
　この日は5、6年生22人が参加しました。過去の実際の映像を見た児
童たちは、口々に「わぁーすごい！」「こわい！」
などと声をあげ、水害の恐ろしさを感じたよ
うでした。またハザードマップを使い自分の
家の周りの危険度を確認し、避難経路を考
えたりしました。避難方法については、いつ
発生するか分からないので家族で日頃から
話し合うことの重要さを学びました。

若狭ライオンズが園庭整備10/17

　充実した共生社会を目指し「第14回福祉と文化の祭典 ハート＆
アートフェスタ2020」の様々な催しがパレア若狭・歴史文化館におい
て行われました。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大の防止対策のため「第11回伝
統文化のつどい」は、録画映像を終日館内で放映したり、「だれでも
ライブ」を無観客ライブ配信するなど、新たな試みでの開催となりま
した。

　若狭ライオンズクラブが地域奉仕活動の一環で、三宅保育所の
園庭に子ども達が遊ぶ築山を作ったり、草刈りや剪定などクラブ

会員と保育所職員、園児の保護
者ら約40人と作業をしました。
　雨森会長は「皆さんの協力で
満足のいく作業が出来ました、
園児の喜ぶ顔が早く見たい、ま
た今後も地域の方に喜ばれる奉
仕活動をしていきたい」と話して
いました。

ハート＆アートフェスタ2020

　古墳文化の魅力の発信に取り組ん
でいる歴史文化館サポーターの皆さ
んは、この度パレア若狭で17日から

開催したハート＆アートフェスタで解説展示を行うことになり、町内から出土した埴輪
をモデルに2点を実際に製作しました。
　この日、同会8人と学芸員が参加し、最後の工程の野焼きに挑戦しました。8月下旬
に粘土で成形し乾燥した埴輪の周りに木材を置き、徐々に火をつけ約5時間で黄色
かった埴輪が白色になり、完成しました。残念ながら1点は割れてしまいましたが、修
復して2点とも25日まで展示しました。

「三方B&G海洋センター修繕助成」決定書授与式10/9

　町役場三方庁舎において、三方B&G海洋センター体育館（上野）の修繕工事
に対する助成決定通知書の授与式があり、決定書がB&G財団の古山常務理事よ
り森下町長へ手渡されました。
　同センターは、同財団の助成により平成元年にオープンし、平成4年に当時の

三方町へ譲渡されました。以来、地域の幅広い世代
の町民に活用されてきました。しかし、建設後31年
が経過し、施設の経年による設備の老朽化が進行
していました。この度、施設の利便性・安全性を高
めるため、外壁や屋根、アリーナの床などを修繕す
るにあたり、財団より3,000万円を助成していただ
きます。来年春の完成を予定しています。

はに わ

10/17
・18

　「若狭から元気と笑顔を」をスローガンに、昨年に引き続き縄
文ロマンパークにて地域住民の手作りイベント「WAKASA 
FESTIVAL」が開催されました。コロナ禍の下で検温、消毒、マ
スク着用を徹底し、密にならないように椅子やテーブルの配置を
考えたり、開催時間も半日にしたりと工夫しながらのイベントと
なりました。
　縄文鍋での石焼いものふるまい、子ども達にはバルーンアー
トや輪投げが人気でした。他に野菜の詰め放題、うなぎの筒漁
体験、トレイル散策ツアーもあり、焼き鳥やおろしそばなどのキッ
チンカーも出店し、素
晴らしい秋晴れのもと
多くの家族連れがそ
れぞれ思い思いに楽
しんでいました。夕方
にはジャズコンサート
や花火も行われ、楽し
い半日となりました。

若狭フェスティバル

チャリティーフリーマーケット

人権意識高揚大会 第11回きらりアート展 楽しいサーキットで遊ぼう！

10/25
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